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伏見関数は,波動関数少から極小波束 ¢→→-の遷移確率に (27E方 )~N(Nは自由度 )を
qP
掛けたものである｡
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粛PH-((ih)-1〔Il^,p-] )H-言I-(IIp )H∂ (p-Jや><1日 )
～岩 (髭 豊 +豊 )+o(h)
第-項が古典的なリィウビィル方程式と同じ形になるのがわかる｡さらに伏見表示の固有方
程式は,次のようになる｡










となる｡多自由度の積分系でも,同様に トー ラスの近 くにガウス分布することが容易に示さ
れる｡具体的な例として次のような一次元系,


















pH(q,9,0)- (2打h)-lex,ト謂 -霧 )







,1方 ,J市 ) (β≧2)
の時 間発展の近似計算 をおこな うと,
∂pH (p-
∂～~
(<p>-p)) ∂ p H ∂ VH





(a) i-T (b)i-2T (C) i-10T
極小波束が最も安定な波束であることがわかる｡したがって時間発展の中で干渉効果によっ
て小さな波束が現われた場合,極小波束に近い波束が最も安定で長く生き残る｡
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